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糖尿病外来通院患者 220 例(平均経過観察年数 5.2 年)を対象とした。







程度を stage 1 (軽度のびまん性病変のみ， S1 と略記)， stage 2 (中程度のびまん性病変のみ，




通院患者 220 例について，臨床評価点より腎糸球体組織所見を推定し，その stage 区分を標的パ
ラメーター (stage ,1 , 2, 3, 4，をそれぞれ state 1, 2, 3, 4, )とし，腎症死を state5 (以下 S5 と略記)
の吸収点とするマルコフ過程を用いた。 2 -15年の経過を観察し， 1 年毎の推移に基づいて推移確
率行列を求め腎糸球体組織変化の経年推移を予測した。この際， FBS，血圧，肥満指数，コレス
テロールの各々について予後に対する影響を検討した。
① FBS:FBS コントロール状態により good (年平均FBS， 140mg/d.t未満)， fair (年平均
FBS , 140-199mg/d.t), poor (年平均FBS， 200mg/d.t以上)の 3 群にわけた o good群では 5年
後に Sl ・2である合計は91. 1%であった。 fair 群では S2 から S5 まで徐々に進展するが， 5 年後
S3-5 に進展するものは32.8%であった。 poor 群ほ進展は速やかで 5 年後の S3-5 の合計は52.8
%に達し， S5 が急増した。
②血圧:正常血圧群(160/90mmHg共に未満)に比し，高血圧群 (160/90nm剖g，一方又は共に以
上)では速やかに S2 を経て S3 ， S4 へと移行，一部S5 へ進展した。 Sl が 5 年後に S3-5へ移行
する率は正常血圧群19.2%，高血圧群33.9%であった。
③ 肥満指数:肥満群(肥満指数 120 %以上)と比較的やせ群 (99%末満)における 10年後の S3-
4への進展率は，それぞれ37.0%， 38.4%であり，正常体重群 (31. 8%) よりやや高率であった。











① 腎症の経過を把握するため，推定した腎組織変化 (state) の推移確率行列を求めマルコフ過程に
より，腎糸球体組織変化の経年推移を予測した。










本方法を適用することにより糖尿病性腎症の総合的評価の精度を高め，かつ pros pective な長期的
予後予測を可能とした点，学位論文に値するものと考える。
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